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ٕ٦ٕ侭⪒ָ竲ֻ
傈劤のغؖز٦ٖه٦؝ナンス

麓⿠�䎃꟦、コーٖهーزガバナンス꬗におֽる日本⟰業の

何ꬠは䚈鸞に進׿でいるが、その胜兝には겥衼なスؾーسで

侭⪒が進むルールの㶷㖈があるկ♧倯、����䎃�剢にⰕ邌さ

れ׋スチُٙーسシップ・コーس�が、项ꆃの出し䩛である堣関

䫎项家⩎に対して、中ꞿ劍的鋔点から䫎项⯓⟰業の成ꞿを⤛

すことを実めてき׋կ➭倯で、����䎃�剢にⰕ邌され׋コーه

ٖーزガバナンス・コーسが、⟰業⩎に対して、㢳圫なステーク

ルダーを䠐陎して持続的な成ꞿを志向することを実めてきم

ているկ

これらのガバナンス上のルール侭⪒が、䫎项家、⟰業⿽倯の

行動を㢌ִつつあるկ⟻谏（����）は、僴➙のコーٖهーزガバ

ナンス䓼⻉の胜䖓には、䫎项家がꅾ鋔する　渣䚍指標である

3OE（自䊹项本ⵃ渣桦）に関して日本⟰業と妌碛⟰業の꟦に

僇然な䊴があり、日本⟰業の　渣䚍を嵲外の堣関䫎项家が䟝

定する项本コスزを上㔐る宏彊（例ִ3、לOE �以上）に넝

めていく䠐㔳が㶷㖈し׋と鶢べているկ実ꥷ、剑鵚のꆃ輐䎟に

ガバナンス何ꬠにزーٖهる锃査（ꆃ輐䎟⟰歗䋐㜥㽷「コー״

ついて」、����䎃��剢��日）�に״れל、匌鏾♧部上㜥⟰業の

䎂㖱3OEは、����䎃3剢劍の����宏彊から����䎃3剢劍には

���宏彊にまで上傻し׋とされるկコーٖهーزガバナンス

꬗の♧連のⵖ度何ꬠが、日本⟰業の湱対的に⡚い　渣䚍とい

う铬겗に対して、项本䋐㜥からの㖇⸂に䘔ִる倯向に♧定程

度⡲欽してき׋と罋ִられるկ

湫鵚では����䎃にⰕ䋒され׋「⟰業内容瘝のꟚ示に関する

内ꟾ䏍⟀の何姻3」においても、䫎项家と⟰業の꟦の䒉設的な

対鑧の⤛進に向ֽ׋ガバナンス䞔報の提供が⚺な何姻内容

の♧つとして䲓־られているկⰧ⡤的には、以♴の✳つの꬗で

のガバナンス関連䞔報の䭁⯍が実められているկ♧つは、経営

ꤏの報酬内容・報酬⡤禸と経営戦略や中ꞿ劍的な⟰業価⦼

向上とのリンクを嗚鏾できる״うに、役員報酬の寸定・佄窌倯

岀やその罋ִ倯に関する鎸載を実めている点であるկもう♧つ

は、⥂剣のさ理䚍や効果が嗚鏾しにくいとい׻れる佟瘻⥂剣

吳䒭に関して、その⥂剣に関する倯針、目的、効果について⼧

ⴓなꟚ示を実めている点であるկこうし׋銲锜は、ガバナンス

関連のルール侭⪒が、➙䖓は⟰業に対してꟚ示䞔報の颵的な

内容の⯍実も実める״うな媮ꥡにⰅっていることを示唆して

いるといִるだ׹うկ

嚊してꞿ劍䫎项家は、ESG	橆㞮、社会、ガバナンス
銲稆の

中でもとりֽ׻Gの部ⴓ、すな׻ちガバナンスについて넝い

関心を剣しているկ例ִל、ꞿ劍䫎项家の➿邌呓であるブラッ

クロック・ػٍآンは、ESG銲稆が⟰業の畸✯⮚⡘䚍を넝める

のにꅾ銲であるとの罋ִを示し׋上で、ESGの中でもꅾ鋔して

いるのがガバナンスであり、その理歋として取締役会などのガ

バナンス⡤ⵖが侭っていれל、⟰業のꞿ劍的成ꞿに䗳銲な橆

㞮や社会꬗も議論されて取り組みが進むことを䮙־ている�կ

サステナビリティ経営に資する
ガバナンスの構築

衼者㖩ꅿ 㶯♧、谏㥨 듳太龤、桪馉 韜

1 ： 金融庁, 2014.「責任ある機関投資家」の諸原則《日本版スチュワードシップ・コード》.
https://www.fsa.go.jp/news/25/singi/20140227-2/04.pdf
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つまり、いくら植㜥ٖكルで橆㞮꬗・社会꬗で⟰業価⦼に项す

る״うなサステナビリティの取り組みが罋周され׋としても、そ

れらを黝ⴖに議論しⴻ倖するコーٖهーزガバナンスの➬組

みがなֽれל実行が䬐⥂されない׋め、暴に嵲外の堣関䫎项

家は日本⟰業のガバナンス꬗をꅾ鋔しているのであ׹うկ

しかしながら、日本⟰業のガバナンスに関するꟚ示状況は

嵲外⟰業と嫰べてもまだ㣐きなؘ ッٍプがある״うに䙼׻れ

るկガバナンス䞔報のꟚ示は、鸐䌢は窟さ報告剅やコーٖهー

ガバナンス報告剅などにその鎸載が見られるが、㛇本倯針ز

や堣関設鎘、社外取締役の会社との関⤘など邌㾴的な内容

にとどまっている؛ースが㢳いկ例ִל、碛㕂の上㜥⟰業に見

られる״うに、ꅾ銲なリスクと対Ⳣ䩛岀、ぐ社外取締役の専門

䚍、⟰業業籐と役員報酬との連動䚍、役員報酬宏彊のず業⟰

業との嫰鯰などの颵的な内容のꟚ示が見られることは稀であ

るկサステナビリティ䞔報を䫎项䠐䙼寸定に欽いるꞿ劍䫎项

家に対して、日本⟰業はⵖ度的なルールにどうؗ ッٍチ،ップ

していくかを䠐陎することは䔲搫として、自社のサステナビリ

ティ戦略の実行を䬐⥂する䕎でガバナンスの➬組みの設鎘を

行い、それを鏮実する䕎で⼧ⴓに铡僇していくことが実められ

ているのではないだ׹うかկ

サステナビリティ戦略の㹋遤䬐⥂に项する
כナンスとغؖ

サステナビリティ戦略の実行を䬐⥂するには、ガバナンスの

➬組みを圓眠する䗳銲があるկ本珲では㔳邌�に示す״うに、

そうし׋ガバナンス圓眠の׋めの✿つの鋔点を稱➜し׋いկ

痥♧に、経営の䠐䙼寸定におֽる上⡘堣関・組籼を、サステ

ナビリティを䨽盖する堣関・組籼として僇然に設定することが

罋ִられるկ例ִל、サステナビリティ戦略の実行に責任を持

つ取締役を任ㄏする、ま׋は取締役会の委㏚を「ֽる䕎でサ

ステナビリティ委員会を設縧するといっ׋倯岀が罋ִられるկ

コーٖهーزガバナンス専門のコンサルティンؚ会社であるプ

ロطッسは、「杝甧取締役会の会�」の提言の中で取締役会の果

リةすべきꅾ銲な役ⶴの♧つとしてサステナビリティのٌニ׋

ンؚを指䶯しているկず会は、䚈鸞に社会・経営橆㞮が㢌⻉す

る中で会社が持続的な成ꞿと⟰業価⦼の向上を実植する׋

めには、取締役会がサステナビリティの観点から経営㛁行を

黝ⴖにٌニةリンؚすることが♶可妀としている�կま׋、サス

テナビリティ専門のꬊ営ⵃ㔚⡤である碛㕂の#S3は、サステナ

ビリティにかか׻る目標達成に関して⟰業が本孡であること

を対外的に示す׋めには⟰業زップのコىッزメンزが䗳銲と

し、その上でサステナビリティ委員会が社ꞿ・取締役などにٖ

する⡤ⵖは、効果的な経営と社内の輐さに顀柃するとزーه

している�կ
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5 ： 「独立取締役会の会」はプロネッドの呼びかけの下、元経営トップが参加し、独自のガバナンス改革に関する提言を行う会である。
6 ： プロネッド, 2017. 取締役会の果たすべき重要な役割.

https://www.boj.or.jp/announcements/release_2018/data/rel180509a5.pdf
7 ： BSR, 2017.“How to Build Effective Sustainability Governance Structures” 

https://www.bsr.org/en/our-insights/blog-view/how-to-build-effective-sustainability-governance-structures
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㔳邌1
の鋔挿א✿鏣鎘のأٝشغؖ׷项ׅח⥂䨌殛の㹋遤䬐؍ذٔؽشذأ؟

出所：Strategy&分析

ぐ鋔挿׷ֶֽחⴖ׶〡

サステナビリティを所管する
機関・組織としての取締役会

取締役会でのサステナビリティ観点の
長期戦略およびサクセッションプランの議論

サステナビリティの専門的見地を提供できる
社外取締役の登用

サステナビリティにかかわる
KPI設定と役員報酬への反映

監査役および内部監査人による
サステナビリティリスクの管理

・ 経営の䠐䙼寸定におֽる上⡘堣関・組籼を、サステナビリティを䨽盖する堣関・組籼
として僇然に設定する（例サステナビリティ戦略の実行に責任を持つ取締役を任
ㄏする、ま׋は取締役会の委㏚を「ֽる䕎でサステナビリティ委員会を設縧する）

・ 取締役会において、持続可能なꞿ劍戦略のあり倯について議論する
・ ま׋、経営者のサクセッションプランの議論に社外取締役を関♷さׇ、䖓竰者肪成

にサステナビリティの観点を籼り込む

・ 取締役会に対して、サステナビリティの観点から専門的な知見・示唆を提供できる
社外取締役を涫欽する

・ 取締役会の䪫钠の♴でサステナビリティにかか׻る定量的なKPIを設定し、その
達成度を役員報酬に反映さׇる

・ 監査役おן״内部監査人の監査対象に、サステナビリティリスクの盖理を含める

1

2

3

4

5

痥✳に、鵚䎃、堣関䫎项家や鏾ⵙ取䒷䨽は、ꞿ劍的な吳⚺

価⦼向上を目的に䫎项⯓⟰業に対して取締役会でꞿ劍的な

経営戦略や人勞肪成のあり倯を議論することを銲実する⫘向

にあり、そうし׋ニーؤに䘔ִるには、取締役会において持続

可能なꞿ劍戦略や経営ꤏのサクセッションプラン（䖓竰者肪成

鎘歗）を議論する䗳銲があるկ⵸鶢のブラックロック・ػٍآン

は、����䎃�剢、日本⟰業���社に剅知を鷏り、「ꞿ劍的な経営

戦略を瘻定して人や設⪒פの䫎项を実行することやそれを取

締役会で議論すること」などを銲実し׋�կず圫に、日本取䒷䨽

ؚループは、スチُٙーسシップ・コーسおן״コーٖهーزガ

バナンス・コーسのؓؿ ロー،ップ会議において「取締役会で

中ꞿ劍的な戦略を議論する׋めに䗳銲な経営・頿⹡䞔報を、

黝儗に取締役会に対して報告する」取り組みが䗳銲と提言し

ている�կま׋、経営者のサクセッションプランの議論に社外取

締役を関♷さׇ、䖓竰者肪成にサステナビリティの観点を籼り

込むことも剣渣であると罋ִられるկコーٖهーزガバナンス・

コーسも酡⯍⾱⵱��Ώで、サクセッションプランについて取

締役会が黝ⴖな監漚を行うべきとしているկ鸐䌢取締役は、I3

ローسショー（経営ꤏに״る連日の䫎项家鏝㉏）などにおいて

䫎项家と対鑧する䗳銲があると罋ִられる׋め、本珲ではサ

クセッションプランの対象者を取締役以上とすることを提言し

いկ׋

8 ： 「ブラックロック、日本企業450社に書簡」『日本経済新聞』2018年2月28日 https://www.nikkei.com/article/DGXMZO27455990X20C18A2DTA000/
9 ： 東京証券取引所,2016.会社の持続的成長と中長期的な企業価値の向上に向けた取締役会のあり方

https://www.jpx.co.jp/news/1020/nlsgeu000001ga9h-att/20160218-1.pdf
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痥♲に、取締役会がサステナビリティに責任を頾うという⵸

鎸の倯向䚍に⸇ִて、責任を頾う⚺⡤に対して専門的見㖑か

ら⸔言できる社外取締役を涫欽することも罋ִられるկスؗル

り社外取締役のスؗル・専門䚍の㢳״リクスの活欽などにزو

圫䚍を然⥂し、暴にサステナビリティの観点からの示唆を提供

できる社外取締役の涫欽を⤛進することが䗳銲であるկ日本

取䒷䨽ؚループは、スチُٙーسシップ・コーسおן״コーه

ٖーزガバナンス・コーسのؓؿロー،ップ会議において「取

締役会は、䗳銲とされる项颵・㢳圫䚍を⪒ִるとともに、杝甧

䚍・㹏観䚍を然⥂していくことがꅾ銲である」と提言しているկ

サステナビリティ戦略が取締役会でのꅾ銲な議論テーوにな

るのであれל、専門的見㖑から䗳銲なインプッزを行い、㹏観

䚍を䬐⥂できる社外取締役が䗳銲となるだ׹うկ歊募（����）

も「取締役会スؗルزوリクス」を活欽することで、取締役会の

知陎・経꿀・能⸂の㢳圫䚍を然⥂することや取締役会全⡤と

して䗳銲な経꿀やスؗルを笨繎することのꅾ銲䚍を指䶯して

いるկ

痥㔊に、取締役会がサステナビリティに責任を持つという

➬組みを䓼⻉する׋めには、ٌ ニةリンؚの➬組みと取締

役⦐人のコىッزメンزを넝める倵瘻も䗳銲となるկⰧ⡤的

には、取締役会の䪫钠の♴でサステナビリティにかか׻る定

量的な評価指標（KPI）を設定し、その達成度を役員報酬に

反映さׇる➬組みが効果的と罋ִられるկ����䎃�剢倵行

の何姻Ꟛ示䏍⟀（⟰業内容瘝のꟚ示に関する内ꟾ䏍⟀の♧

部を何姻する内ꟾ䏍⟀）は、業籐連動報酬とそれ以外の報

酬などを䊡る佄䩪ⶴさの寸定倯針の内容、䔲鑩業籐連動報

酬にかかる指標、䔲鑩指標を選䫛し׋理歋、䔲鑩業籐連動

報酬の겘の寸定倯岀、湫鵚事業䎃度におֽる䔲鑩業籐連動

報酬にかかる指標の目標・実籐のꟚ示を実めているկコーه

ٖーزガバナンスなどに関する杝甧し׋監漚堣関である薉

㕂'3C（'inanDial 3eQortinH CounDil）も、⟰業がStrateHiD 

3eQortにおいて報酬とKPIの連動䚍について铡僇することを

実めており、役員報酬に関するرィスクローٍآーの俑腞で

は、サステナビリティにかか׻る指標の達成度を役員報酬に

反映する㜥さ、KPI指標の選䫛のさ理䚍や報酬に反映する➬

組みの鷲僇䚍が実められている��կ

剑䖓に、取締役会のガバナンス䓼⻉以外の倵瘻として、監査

役おן״内部監査人の監査対象に、サステナビリティリスクの

盖理を含めることを提言し׋いկサステナビリティに関する⟰

業の取り組み状況の監査の実倵おן״その穠果のꟚ示は、⟰

業のサステナビリティにかか׻る取り組みの礵度向上につな

がると罋ִられるկ暴に、日本杝自に進⻉し׋監査役の䓼い監

査埄ꣲを活欽して、サステナビリティ戦略の実行を䬐⥂するこ

とは剣効と罋ִられるկ

⯓꽀的ז⟰噟✲⢽

⵸갪で铡僇し׋✿つのガバナンス圓眠の鋔点それ׊れに関

して、その㼪出のؼンزとなっ׋⟰業の事例を稱➜し׋いկその

嚊銲は、㔳邌に示しているկ

痥♧に、取締役会ま׋はその委㏚を「ֽ׋堣関がサステナ

ビリティを䨽盖している⟰業としては、セメンزやコンクリーز

を本業とするメؗシコの䒉眠项勞メーؕーであるCEMEXが

䮙־られるկCEMEXは、持続可能䚍を罋慮し׋䒉眠项勞を提

供することを、自社の⚺銲な؛イػビリティの♧つであると見

なしているկCEMEXでは、3人の取締役会メンバーを含むメン

バー圓成であり、CEOに報告する堣関であるSustainability 

Committeeが中心となり、サステナビリティ関連の取り組み

を進めているկSustainability Committeeが責任を持つ眔㔲

としては、ず社の瀉劍、ꞿ劍の戦略に持続可能なꟚ発という

嚊䙀が反映される״うにすること、取締役会に対してサステ

ナビリティ戦略に関するガイダンスを提供すること、サステナ

ビリティ上の取り組みの⮚⯓갫⡘やKPIを䪫钠すること、取り

組みの効果や実行状況を評価することなど、㢳䀄に床ってい

るկず社は、世界のぐ業界㣐䩛⟰業のESG呓➰ֽを提供する

3obeDoS"M のSustainability :earbook圓成⟰業に、業界

㣐䩛زップ��⟰業として3䎃連続で選定されているկその➭

にも、'TSE�Good、%oX +ones Sustainability Mila PaDiGiD 

10 ： Financial Reporting Council,2018.“Guidance on the Strategic Report” 
https://www.frc.org.uk/getattachment/fb05dd7b- c76c-424e-9daf-4293c9fa2d6a/Guidance-on-the-Strategic-Report-31-7-18.pdf
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"llianDe IndeY、MSCI ESG -eaders IndeYといっ׋、⚺銲なサ

ステナビリティの呓➰ֽやインرックスで넝䖤点を栻䖤するな

ど、ESG観点で넝い評価を「ֽているկ

痥✳に、取締役会ٖكルでサクセッションプランを䪔う⟰業

としては、経営者に䗳銲な銲⟝をꟚ示している⟰業はまだ少

ないが、みずほ銀行が「経営者がESGを深く理解して持続可能

な経営を志向すべき」であると提言している��կま׋、取締役会

ꞿ劍戦略を議論す׋ルでサステナビリティの観点から見كٖ

る⟰業として、NIKEが䮙־られるկNIKEは、取締役などで圓成

される委員会CorQorate 3esQonsibility
Sustainability � 

GovernanDe Committeeにおいて、定劍的にNIKEのꅾ銲戦

略、サステナビリティにかか׻る経営铬겗、行動、هリシーやそ

れらのインػクزを議論している��կず委員会は、����䎃に取

締役会の任⯜埄の♴に設甧され、取締役会から指せされ3׋

人以上の取締役と㢳くの社外メンバーから圓成されており、

イكظーション、㉀品Ꟛ発、製鸡、飑顠、オٖلーションなどの

圫ղな鋔点から事業活動をどうサステナブルなものにしてい

くか、䎢眔な議論を㾜Ꟛしているկま׋、ꅾ銲戦略の見湫しや

サステナビリティにかか׻る活動の進捗評価を嫣䎃行ってい

るկさらに�䎃に�㔐、CEOせ纏でImQaDt 3eQortを発行して

11 ： みずほフィナンシャルグループ.「One シンクタンクレポート Mizuho Research & Analysis ESGと企業経営について」
『みずほフィナンシャルグループ リサーチ＆コンサルティングユニット』, 2018年5月

12 ： Nike, Inc. “FY 16/17 Sustainable Business Report”

㔳邌2
の鋔挿の⟰噟事例א✿鏣鎘のأٝشغؖ

出所：企業の公開情報を基にStrategy&分析

事例の詳細

サステナビリティを所管する
機関・組織としての取締役会

取締役会でのサステナビリティ観点の
長期戦略およびサクセッションプランの議論

サステナビリティの専門的見地を提供できる
社外取締役の登用

サステナビリティにかかわる
KPI設定と役員報酬への反映

監査役および内部監査人による
サステナビリティリスクの管理

・ CEMEXでは、3人の取締役会メンバーを含むSustainability Committeeが中心と
なってサステナビリティ関連の取り組みを進めており、サステナビリティ戦略に関する
ガイダンス提供、取り組みの効果や実行状況の評価などを行い、CEOに報告している

・ 日本ユニシスは、サステナビリティ関連専門家を社外取締役に選任しており、サス
テナビリティの観点からの知見・示唆を取締役会の議論に取り込む目的があると
推察される

・ オムロンは、「太陽光発電/蓄電システム累積出荷容量」、「エコ製品搭載台数」など、
サステナビリティに関する定量的なKPIを設定し、その達成度を役員報酬に反映
している

・ Novo Nordiskは、世界の全社員を対象にThe Novo Nordisk Wayという自社の行動
指針（サステナビリティに配慮をすることも含む）をどの程度遵守しているかについ
て、内部監査チームが監査している

1

2

3

4

5

・ サステナビリティ観点でサクセッションプランを議論する事例はまだ稀少ではある
が、みずほ銀行が「経営者がESGを深く理解して持続可能な経営を志向すべき」と
提言している

・ NIKEでは、3人以上の取締役と社外メンバーから成る委員会がサステナビリティ
目標に対して実行責任を持ち、事業活動をどうサステナブルなものにするかを
議論し、サステナビリティ活動の進捗評価も行う
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いるկ⸇ִて、ず委員会は、����䎃にず社が䲓׋־ꞿ劍戦略

である���� Sustainability TarHetの実植責任を頾ってお

り、その目的達成の׋めに����։����䎃にかֽて自社のサ

ステナビリティに関する���갪目の铬겗を峤い出し、その中で

剑ꅾ銲とされ׋��갪目に対しての社内の取り組みを監漚して

いるկ

痥♲に、サステナビリティの観点からの示唆を提供できる社

外取締役を涫欽している⟰業としては、日本ユニシスが䮙־ら

れるկ日本ユニシスは、サステナビリティの専門家である譜歊

筁㶨孑を社外取締役に選任するなど、社外取締役のスؗル・

専門䚍の㢳圫䚍を然⥂しており、暴にサステナビリティの観点

からの示唆を取締役会の議論に取り込む目的があると推察さ

れるկその穠果として、ず社は����䎃にESG評価に⮚れ׋⟰

業で圓成する「MSCIٍآ 指数」のؤリーダーزンESGセٖクػ

圓成ꌀ厑に選定されている�3կ

痥㔊に、取締役会䪫钠の♴でサステナビリティにかか׻る定

量的なKPIを設定し、その達成度を役員報酬に反映している⟰

業として、オムロンがあてはまるկオムロンは、サステナビリティ

関連のKPI（例ִל、「エコ製品搭載台数」など本業にかか׻る

指標に⸇ てִ、「太陽光発電/蓄電システム累積出荷容量」など

の橆㞮指標や「オムロンؚループのؚローバル全䬿点嵴鷲」な

どのガバナンス指標が䱰欽されている）を設定し、取締役お״

㛁行役員の中ꞿ劍業籐連動報酬に反映しているկKPIは、オן

ムロンの中劍経営目標「7G���」��と侭さする目標に設定され

ており、KPIの達成度は、痥♲者堣関の評価に״り庠定されて

いるկ

剑䖓に、監査役おן״内部監査人に״るサステナビリティ監

査実行の事例としては、Novo Nordisk（رンوーク）を稱➜し

る「価⦼の監査チー״いկNovo Nordiskでは��人の社員に׋

ム」が、全世界に侔らלる社員に対してサステナビリティにか

か׻る行動指針を遵守しているかを監査しているկ胜兝にあ

るのは、ず社がꅾ鋔するThe Novo Nordisk Wayという社員

の行動指針であり、その中で鋉定され׋The TriQle #ottom 

-ine（橆㞮、社会、頿⹡の♲つのサステナビリティに配慮する）

の遵守が監査されることになるկ監査チームは、�䎃かֽて世

界中の3
���人の社員に対してインةビُーを行い、社員に対

してThe TriQle #ottom -ineを理解しているか、The TriQle 

#ottom -ineに㛇בき行動しているかをؼ،リンؚしているկ

Novo Nordiskに״れל、これらの取り組みは、社員のThe 

TriQle #ottom -ineに対する理解度を넝め、社員が⟰業価⦼

について罋ִるという効果を欰׿でいる��կ

ⵖ䏝的単組׫の⯓を見䰘ִて

鵚䎃の日本のコーٖهーزガバナンス何ꬠが、邌向きには

ꞿ劍的に⟰業価⦼向上を넝める鋔点からの䫎项家と⟰業の

対鑧を⤛すことを䲓־て進行しながらも、その胜䖓に⿑搫と

㶷㖈し׋䠐㔳として、日本⟰業の3OE宏彊を瀉劍的に䎿上־

することをかなり䠐陎し׋ものであっ׋ことは莆㄂深いկし׋

がって、䗳ずしも岀的䬳勲⸂があるֽ׻ではないزؿاローで

あるコーٖهーزガバナンス・コーسが鍗㯭となりながらも、少

なくとも䞔報Ꟛ示꬗で⟰業⩎に実められる対䘔は、⼱䓼ⵖ的

に傍劍のؗ ッٍチ،ップを銲锜される䚍呓のものとなっ׋こと

は䟝⫷にꨇくないկ

♧倯で、ガバナンス꬗を含むꬊ頿⹡䞔報のꟚ示状況に関し

ては、����䎃�剢�日Ⱅ邌の匌❨鏾ⵙ取䒷䨽の何鎍晛コーه

ٖーزガバナンス・コーس��（QQ���）においても、「䧮が㕂の上

㜥会社に״る䞔報Ꟛ示は、鎘邌などについては、圫䒭・⡲成銲

걄などが鑫稢に定められており嫰鯰可能䚍に⮚れている♧倯

で、会社の頿佟状䡾、経営戦略、リスク、ガバナンスや社会・橆

㞮㉏겗に関する事갪（いײ׻るESG銲稆）などについて定䚍的

な铡僇などを行ういײ׻るꬊ頿⹡䞔報を䊡っては、מな㘗的

13 ： 日本ユニシスグループ, 2018. 2017年度サステナビリティ報告.
https://www.unisys.co.jp/csr/pdf/sustainability_acv2018_1_all.pdf

14 ： オムロン,2017. 2016年度決算新中期経営計画「VG2.0」. 
https://www.omron.co.jp/ir/irlib/pdfs/20170427_presentation_j.pdf

15 ： 日経BP,「SDGsは新規ビジネスにつながる」『Nikkei ESG』, 2018年9月
16 ： 東京証券取引所, 2018.  コーポレートガバナンス・コード.

https://www.jpx.co.jp/news/1020/nlsgeu000000xbfx- att/20180601.pdf
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な鎸鶢やⰧ⡤䚍を妀く鎸鶢となっており➰⸇価⦼に⛗しい㜥

さが少なくない」との钠陎が僇示的に⸇ִられているկこの״

うな匌鏾の指䶯を酅➰ֽる״うに、ESG銲稆を罋慮してⴻ倖

を行う䫎项家の㶷㖈を䠐陎する״うになっ׋㢳くの日本⟰業

では、まずはコーٖهーزガバナンス・コーسやぐ珏ESG関連

ガイسライン・評価堣関などが実めるꬊ頿⹡䞔報を䕎䒭的に

䲧ִ、䎢く崮くꟚ示し㨣めているというのが実䡾だ׹うկ

➙䖓の日本⟰業が、ꞿ劍䫎项家に״るガバナンスに関する

䓼い関心おן״䞔報Ꟛ示ニーؤを溪に弫׋そうとし׋㜥さに

は、どの״うなコーٖهーزガバナンス⡤ⵖの䱰欽が、自社の

サステナビリティ関連の取り組みを実効䚍の넝いものにし、מ

いては⟰業価⦼の向上につながるかという⩎꬗を䠐陎するこ

とが♶可妀であるկその׋めには、自社のꞿ劍的なサステナビ

リティの取り組みを꣖㹱し䖤るزنルطックは⡦か（すな׻ち、

組籼・堣関設鎘の㉏겗か、人の㉏겗か、オٖلーションの㉏겗

か）を黝ⴖに見噰めながら、目⯓のⵖ度㢌刿に갫䘔していく״

りも♧娄넝い鋔点でのガバナンス圓眠が劄まれているկ
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